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以
前
か
ら
こ
の
町
に
住
ん
で
い
た
人
と
、
新
し
く
移
り

住
ん
だ
人
が
、
お
互
い
に
仲
良
く
、
そ
し
て
力
を
合
わ
せ

て
支
え
合
う
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

素
晴
し
い
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
さ
ら
に
深
ま
り
、

特
色
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
一
層
ご
支
援

を
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
れ
に
は
何
よ
り
も
、「
健
康
」
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
常
に
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
と
運
動
を
心
掛
け
て
、

生
活
習
慣
の
改
善
に
努
め
、
毎
日
を
楽
し
く
過
ご
せ
る
一

年
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
は
、
子
ど
も
た
ち
に
、
友
好
都
市
北
海
道
大
樹
町

の
大
自
然
を
、
ぜ
ひ
肌
で
体
験
し
、
夢
を
広
げ
て
ほ
し
い

と
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
情
勢
の
中
で
す
が
、
今

後
と
も
、「
キ
ラ
リ
輝
く
よ
し
お
か
」
を
目
指
し
、
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
お
力
添
え
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
　
元
旦

吉岡町長

石関　　昭

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
健
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
行
政
全
般
に
わ
た
り
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

人
口
減
少
が
進
む
社
会
で
す
が
、
吉
岡
町
の
人
口
は
、

住
民
基
本
台
帳
で
昨
年
八
月
に
、二
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
前
橋
市
や
高
崎
市
に
近
い
位
置
に
あ

っ
て
、
道
路
網
が
着
々
と
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
も
の

と
推
測
で
き
ま
す
。
こ
れ
も
先
人
た
ち
が
、
い
ち
早
く
、

道
路
の
必
要
性
と
重
要
性
を
感
じ
、
実
現
に
向
け
て
努
力

し
て
き
た
成
果
の
表
れ
で
す
。

沿
道
で
は
、
大
型
商
業
施
設
の
進
出
や
良
好
な
住
宅
地

の
供
給
が
進
み
、
地
域
の
利
便
性
が
一
挙
に
高
ま
り
、
町

に
移
り
住
む
人
々
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
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さ
て
、
昨
年
は
高
崎
渋
川
バ
イ
パ
ス
が
上
野
田
ま
で
供

用
開
始
と
な
り
、人
と
車
の
流
れ
が
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

本
年
３
月
に
は
小
倉
ま
で
供
用
開
始
さ
れ
、
さ
ら
に
大
久

保
大
松
周
辺
の
道
路
拡
幅
工
事
も
完
了
し
、
地
域
の
発
展

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

一
方
で
、
都
市
計
画
道
路
上
野
田
線
の
宮
東
以
北
の
早

期
着
工
、
早
期
開
通
を
引
き
続
き
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

我
々
議
員
一
同
は
、
幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、
ふ
る

さ
と
を
築
い
て
い
た
だ
い
た
先
達
の
活
躍
を
手
本
に
、
さ

ら
な
る
発
展
の
た
め
職
務
を
果
た
す
所
存
で
す
。

皆
さ
ま
と
一
体
と
な
り
、
吉
岡
の
元
気
を
保
ち
続
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
の
重
大
な
責
務

を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
、
一
人
ひ
と
り
が
再
認
識
し
本
年

の
職
務
に
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
民
が
真
に
幸
せ
を
実
感
で
き
る
「
心
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
」
が
進
む
こ
と
を
心
か
ら
念
願
し
ま
す
。
町
民
皆
さ

ま
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
年
頭
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
　
元
旦

吉岡町議会議長

近藤　　保

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
家
族
お
そ
ろ
い
で
健
や
か
に
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
町
政
各
面
に
わ
た
り
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
ま
た
、
町
議
会
に
も
格
段
の
ご

高
配
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
ど
も
町
議
会
の
使
命
は
、
町
民
の
視
点
に
立
っ
た

「
批
判
と
監
視
」
に
尽
き
ま
す
。
執
行
当
局
と
一
定
の
緊

張
感
を
保
ち
な
が
ら
、
監
視
機
能
を
高
め
、
政
策
提
言
ま

で
結
び
つ
け
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
町
民
に
理

解
い
た
だ
け
る
「
町
民
に
見
え
る
議
会
活
動
の
あ
り
方
」

や
、
議
員
の
さ
ら
な
る
資
質
向
上
の
た
め
の
工
夫
も
併
せ

て
進
め
て
い
ま
す
。

取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
課
題
山
積
で
す
が
、
議
会

の
役
割
を
果
た
し
、「
町
民
に
わ
か
り
や
す
い
議
会
」
を

目
指
し
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
画

面
案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力

し
、
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

作
成
し
た
確
定
申
告
書
は
印
刷
し

て
税
務
署
へ
郵
送
す
る
な
ど
し
、
提

出
で
き
ま
す
。

ま
た
、
作
成
し
た
デ
ー
タ
を
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。(

注)

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
す
る

場
合
に
は
、
事
前
に
電
子
証
明
書
や

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
な
ど
の

準
備
が
必
要
で
す
。

作
成
中
の
デ
ー
タ
を
保
存
し
、
保

存
し
た
デ
ー
タ
を
読
み
込
ん
で
作
業

を
再
開
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
保
存
し
た
デ
ー
タ
は
翌
年

の
申
告
時
に
読
み
込
ん
で
活
用
で
き

ま
す
。

▼
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
、
マ
イ

ホ
ー
ム
を
新
築
、
購
入
、
増
改
築
し

た
と
き
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

と
、
所
得
税
の
税
額
控
除
を
受
け
ら

れ
ま
す
。

平
成
24
年
分
の
「（
特
定
増
改
築

等
）
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
」
を

受
け
る
人
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
要
件
を
確
認
し
、
所
得

税
の
確
定
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

を
受
け
る
た
め
に
作
成
す
る
確
定
申

告
書
に
は
、
様
々
な
書
類
を
添
付
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
税
務
署
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
を
本
人
の
電
子
署
名
お
よ
び
電
子

証
明
書
を
付
し
て
、
申
告
期
限
内
に

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
行
う
と
所
得
税
額
か

ら
最
高
３,
０
０
０
円
の
控
除
が
で

き
ま
す
。（
平
成
19
年
分
〜
24
年
分

の
間
で
い
ず
れ
か
１
回
適
用
。）

▼
問
合
せ
先

高
崎
税
務
署
　

牲
０
２
７
・
３
２
２
・
４
７
１
１

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
操
作
に
関
す
る
問
合

せ
（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ

ル
プ
デ
ス
ク
）

牲
０
５
７
０
・
０
１
・
５
９
０
１

※
　
〜
　(

祝
日
お
よ
び
12
月
29
日

〜
１
月
３
日
を
除
く)

の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
ま
で
ご
利
用
で
き
ま

す
。平

成
24
年
分
給
与
支
払
報
告
書
に

つ
い
て
は
、
電
子
申
告
で
の
申
請
も

受
付
け
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク

牲
０
５
７
０
・
０
８
・
１
４
５
９

h
ttp
://w
w
w
.eltax.jp

/

金�

月�平
成
24
年
分
給
与
支
払
報
告
書
の

提
出
に
つ
い
て

最
高
３,

０
０
０
円
の
税
額
控
除

平
成
24
年
度
分

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

所
得
税
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に

所
得
税
（
源
泉
徴
収
税
な
ど
の
国

税
）を
還
付
ま
た
は
納
付
す
る
に
は
、

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

町
で
も
確
定
申
告
を
受
付
け
て
い

ま
す
が
、
次
の
人
は
税
務
署
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

①
平
成
24
年
分
以
外
の
確
定
申
告

②
山
林
所
得
や
譲
渡
所
得
（
土
地
建

物
、
株
式
な
ど
）
の
あ
る
人

③
初
め
て
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

を
受
け
る
人

④
東
日
本
大
震
災
で
住
宅
な
ど
に
被

害
を
受
け
、
所
得
税
の
軽
減
・
免
除

を
受
け
ら
れ
る
人

平
成
24
年
分
所
得
税
・
消
費
税
の

確
定
申
告
書
は
、
所
得
税
・
消
費
税

の
確
定
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
人

に
、１
月
末
頃
送
付
す
る
予
定
で
す
。

▼
問
合
せ
先

高
崎
税
務
署

牲
０
２
７
・
３
２
２
・
４
７
１
１
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町
で
は
、
経
済
的
な
理
由
の
た
め

就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
小
・
中
学

生
の
保
護
者
（
生
活
保
護
受
給
者
に

準
ず
る
程
度
）
に
、
学
用
品
費
や
学

校
給
食
費
な
ど
の
一
部
を
援
助
し
て

い
ま
す
。(

生
活
保
護
法
に
基
づ
く

教
育
扶
助
の
受
給
者
は
除
く)

平
成
25
年
度
に
援
助
を
希
望
す
る

保
護
者
は
、「
就
学
援
助
費
交
付
申

請
書
」
を
在
籍
し
て
い
る
学
校
か
ら

受
領
し
て
く
だ
さ
い
。

就
学
援
助
費
の
申
請
を
お
忘
れ
な
く

児
童
生
徒
の
た
め
の
制
度

な
お
、
現
在
援
助
を
受
け
て
い
る

保
護
者
も
再
度
の
申
請
が
必
要
で

す
。

▼
申
込
締
切

１
月
31
日
　

▼
提
出
先

在
籍
し
て
い
る
各
学
校

▼
相
談
・
問
合
せ
先
　

明
治
小
学
校
　
牲
54
・
２
１
０
５

駒
寄
小
学
校
　
牲
54
・
２
３
０
０

吉
岡
中
学
校
　
牲
54
・
３
２
１
３

教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
室

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
５
９
３
）

木�

県
は
、
都
市
計
画
道
路
の
変
更
案

を
ま
と
め
ま
し
た
。そ
の
縦
覧
を
し
、

意
見
書
の
提
出
を
受
付
け
ま
す
。

【
縦
覧
】

▼
期
間

１
月
８
日
　
〜
22
日
　

※
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分

▼
場
所

県
庁
22
階
都
市
計
画
課
、

渋
川
土
木
事
務
所
、
吉
岡
町
役
場
産

業
建
設
課

都
市
計
画
案
の
縦
覧
と
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

【
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
】

案
に
対
す
る
「
意
見
書
」
を
、
県

知
事
へ
提
出
で
き
ま
す
。

住
所
、
氏
名
、
お
よ
び
都
市
計
画

案
に
つ
い
て
の
利
害
関
係
と
意
見
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
締
切
　
１
月
22
日

▼
提
出
先
　
群
馬
県
都
市
計
画
課

〒
３
７
１
‐
８
５
７
０

前
橋
市
大
手
町
１
‐
１
‐
１

※
縦
覧
会
場
で
も
提
出
可
能
。

▼
問
合
せ
先

役
場
産
業
建
設
課

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
１
６
２
）

火�

火�

火�

在
宅
ね
た
き
り
老
人
等
介
護
慰
労
金

在
宅
介
護
を
し
て
い
る
人
を
ね
ぎ
ら
う

介
護
者
に
年
齢
要
件
は
あ
り
ま
せ

ん
。

※
介
護
者
が
２
人
以
上
い
る
場
合

は
、
主
と
し
て
介
護
し
た
人
が
対
象

に
な
り
ま
す
。

▼
申
請
期
間
　

１
月
11
日
　
〜
31
日
　

▼
申
請
方
法

必
要
書
類
に
記
入

し
、
健
康
福
祉
課
福
祉
室
へ
提
出
。

（
申
請
用
紙
は
役
場
健
康
福
祉
課
福

祉
室
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。）

▼
決
定

町
で
定
め
た
基
準
に
よ
り

調
査
し
、
後
日
通
知
し
ま
す
。

▼
提
出
・
問
合
せ
先

健
康
福
祉
課
福
祉
室

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
１
５
１
）

町
で
は
身
体
ま
た
は
精
神
上
の
障

が
い
の
た
め
、
日
常
生
活
に
著
し
く

支
障
の
あ
る
在
宅
老
人
な
ど
を
介
護

す
る
人
に
、
介
護
慰
労
金
を
申
請
に

よ
り
支
給
し
て
い
ま
す
。

▼
支
給
対
象
者
の
要
件
　

１
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
左

の
表
①
〜
④
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

し
て
い
る
在
宅
ね
た
き
り
老
人
な
ど

を
、
居
宅
に
お
い
て
１
年
以
上
継
続

し
て
介
護
し
て
い
る
人
。

①
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
町
内

に
１
年
以
上
住
所
を
有
し
、
満
65

歳
以
上
で
あ
る

②
介
護
度
１
〜
５
の
認
定
を
受
け

て
い
る
人
、
ま
た
は
在
宅
ね
た
き

り
の
人

③
施
設
入
所
者
で
な
い
こ
と
（
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
介
護
老
人

保
健
施
設
・
介
護
療
養
型
医
療
施

設
・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
・
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
・
有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
含
む
）

④
短
期
入
所
の
利
用
や
入
院
な
ど

の
場
合
は
、
在
宅
生
活
を
離
れ
た
期

間
が
１
０
０
日
を
超
え
て
い
な
い

金�

木�


